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うだ。同社企画製作部の瀬戸井 一貴氏は
『コストはもちろんですが、スピード感
が重要になってくるので、一日にどれだ
け印刷できるのかというのを重視し、選
びました。実際に使ってみて、色もかな
り鮮やかになった印象があります。また、
印刷したシートを自動で裁断してくれる
機能も助かっています。毎日のことです
ので、これを手作業でやろうと思ったら
大変です』と導入の理由を語る。
　東京標識は以前、ミマキのソルベント
インクである「SS21」（カートリッジ：440
㏄）を使用していたが、ミマキの提案によ
り、「JV100-160」の導入にあわせて「AS5」

（バルクインク：2ℓ）に変更。「AS5」の
価格は「SS21」の約半額（17.6円/1㏄）であ
り、インクコストの削減にも成功している。

『今まではインクの残量を常に気にしてい
たのですが、バルクインクは安心ですね』
と高橋氏。また、瀬戸井氏も『インクは安
くなっていますが、質が落ちているわけ

ではなくて、逆に綺麗になったんじゃな
いかなと感じています』と、満足している
ようだ。

今後はグラフィックや
写真が入った看板製作も

　看板屋の多くは、新型コロナウイルス
の影響により、大きく売上を落としてい
ると聞く。しかし東京標識では、必要不
可欠な工事現場サインの製作を生業と
し、さらに昔からの馴染みの顧客が多い
ことから、売り上げに大きな差は生じて
いないという。瀬戸井氏は『（新型コロナ

コロナ禍でも安定して出力業務を継続できている。

創業以来の馴染みの取引先から
継続的に製作依頼がある

　『創業（1968年）以来、東京、神奈川を
中心に工事現場の看板製作を行っていま
す。お客様は50年以上前からお付き合い
のある会社がほとんどで、大手というよ
りは個人でやられているような会社との
つながりが強く、継続的にお仕事をいた

だいています』と話すのは、東京標識（株）
企画製作部の高橋 由紀子氏だ。同社の現
在の取引企業は数百社にのぼる。そのう
ちの100社ほどの企業から週に3回くら
い看板の製作依頼があるという。
　同社では、看板製作用として（株）ミマ
キエンジニアリング（以下、ミマキ）のイ
ンクジェットプリンター「JV100-160」を
使用。今年6月に本社（東京）とつくば支
店に1台ずつ導入している。
　「JV100-160」は、速乾性に優れたミマ
キの新ソルベントインク「AS5」に対応し
た、ロールtoロールエコソルベントイン
クジェットプリンターだ。高い操作性が
魅力で、プリンターの操作に習熟してい
ない人でも簡単に使用できるという。印
刷速度は従来機種（JV150）と比較して
180%向上、20.0㎡ /h（高速モード720×
600dpi、4色時）の生産性を実現している。
東京標識の本社では「JV100-160」を使っ
て、月に約100㎡の出力を行っているそ
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工事用保安用品の販売・リース・施工から、道路標識・道路区画線・案内標識などの製作施工、店舗・商業施設・
一般建築物などの屋内外看板の企画・製作・施工まで幅広く行っている東京標識（株）。同社の仕事の多くを占めるの
は工事現場用看板の製作であり、コロナ禍においてもその売上に大きな影響はないという。ここでは、その理由に迫る。

ウイルスが流行り出した）最初の頃は工事
が滞ってしまうこともあって、その影響
で仕事が少し減ったこともありましたが、
その後は現場も動いていますので、当社
の売り上げもほとんど落ちていないです』
と語る。
　東京標識にいわゆるお得意様が多いの
は、同社の普段の対応からも理解できる。
同社では納期までの期間を通常、中2日
としている。しかし、どうしても明日ほ
しいというような緊急な場合には、でき
る限り依頼を受けるようにしているとい
う。事実、これまでそういった要望に対
し断ったことはないそうだ。『今は工事現

場の看板がメインなのですが、今後はも
う少しグラフィックや写真が入った看板
も製作していきたいと考えています。工
事現場に限定しないで、少しずつでも仕
事の幅を広げていけたらいいなと思って
います。当社の営業の人間にもこういう
看板もできますよと、もっと伝えていき
たいと思います』と瀬戸井氏は意気込みを
語る。

東京標識の瀬戸井氏（左）と高橋氏。
▲ 「JV100-160」では「AS5」インクを使用。バルクインク供給システム（2ℓ）を採用し、
連日の出力業務に対応している。同機は生産重視の4色モデルのほか、8色も対応可能。

▲ 東京標識では「JV100-160」を少し違ったかたちで使用。工事現場サイン用のロール
（幅1,000mm）とその他のロール（幅1,300mm）をデータに合わせて使い分けているのだ
が、通常のロールとは別に「JV100-160」の前に1本、さらに巻き取りリールにもう1本
を設置、合計3本のロールをすぐに使えるようにし作業時間の短縮を図っている。

〔※ 東京標識にてオリジナルで作成〕

東京標識が「JV100-160」を使っ
て製作した工事現場用の看板。


